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周辺からは 1640 〜 1650 年代頃の磁器が発見されて











10 室の「外尾登」１基のみの記載であり、明治 9 年
（1876）の『陶業盟約』も「外尾山窯」１基のみの記
載である。すなわち、外尾山では 1814 〜 1859 年の
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〜 1650 年代の製品が採集できることから、17 世紀代
の登り窯であり、『松浦郡有田郷図』に描かれている窯
ではないと考えられる。東側の外尾山窯でも６基以上
の登り窯の存在が推測されており、本窯もまた複数基
の窯が築き直されていった可能性が考えられる。
周辺地形図
発見された窯体の一部
